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は
じ
め
に

　
市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
策
定

し
た
第
１
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
自
立
と
市
民
協
働
を
基
本

理
念
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
10
年
間
で
は
、
急
激
な

人
口
減
少
や
核
家
族
化
の
進
行
、
社

会
経
済
活
動
の
広
域
化
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
防
災
対
応
、
原

子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
や
原
子
力

防
災
計
画
に
注
目
が
集
ま
る
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
な
が
ら

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
を
実
感

で
き
、
御
前
崎
市
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
将
来
の

御
前
崎
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢

や
希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、

平
成
47
年
に
人
口
３
万
人
を
維
持
す

る
た
め
、
総
合
計
画
か
ら
効
果
的
か

つ
緊
急
性
の
高
い
戦
略
を
抜
き
出
し

て 

「
御
前
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
総
合
戦
略
」を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

御
前

崎
」
を
将
来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
た

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
、
全
国
一
斉

に
総
合
戦
略
へ
の
取
り
組
み
が
加
速

化
し
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け

る
競
争
が
激
化
す
る
年
で
も
あ
り
ま

す
。
市
で
も
職
員
一
人
一
人
が
危
機

感
を
抱
き
、
市
民
や
地
域
、
企
業
、

市
議
会
、
行
政
が
一
丸
と
な
り
、
目

標
達
成
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
、６
項
目
の
重
点
施
策
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
た�
�

防
災
体
制
の
強
化

　
自
然
環
境
の
変
化
に
よ
り
大
型
台

風
の
襲
来
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水

や
土
砂
災
害
が
多
発
す
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
災
害
が
複
雑
多
様
化
、

大
規
模
化
し
て
い
ま
す
。

　
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に
は
、

継
続
的
に
大
規
模
地
震
対
策
や
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

・
避
難
困
難
地
域
に
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
建
設
や
避
難
路
整
備

・
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
電
源

確
保

・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
支
援

・
原
子
力
災
害
に
係
る
広
域
避
難
計

画
の
策
定

・
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
で
き
る
消

防
体
制
の
充
実

　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
活
用
し
た
道
路
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
主
要
道
路
に
架
か
る
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
うの
耐
震
補
強
工
事
や
長
寿
命
化
工

事
、
道
路
施
設
の
維
持
管
理
を
地
区

ご
と
精
査
し
、
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
第
１
次
御
前
崎

市
道
路
整
備
計
画
の
最
終
年
で
あ
る

た
め
、こ
れ
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
し
た
道
路
施
設
へ
の
対
応
、

大
規
模
災
害
に
備
え
た
道
路
網
の
整

備
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
道
路
整
備

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

市
内
経
済
の
活
性
化
と�

�

起
業
支
援
の
推
進

　
電
源
地
域
の
優
位
性
と
御
前
崎
港

を
活
用
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
工
業
用
地
を
確
保
す
る
た
め
、

早
期
の
事
業
化
に
向
け
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

　
市
・
市
商
工
会
・
市
内
金
融
機
関

が
連
携
を
図
り
、
市
内
創
業
を
支
援

す
る「
御
前
崎
市
創
業
支
援
事
業
計

画
」
を
基
に
、
創
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
、
創

業
の
具
現
化
お
よ
び
創
業
後
の
事
業

の
安
定
と
さ
ら
な
る
成
長
を
促
し
て

い
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と�

�

教
育
環
境
の
充
実

　
少
子
高
齢
化
の
傾
向
は
全
国
的
な

も
の
で
あ
り
、
第
２
次
御
前
崎
市
総

合
計
画
に
お
い
て
も
少
子
化
対
策
は

重
点
施
策
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
は
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
を
高
校
生
相
当

年
齢
ま
で
拡
大
し
、
平
成
27
年
度
か

第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き
る
ふ
る
さ
と

を
残
す
こ
と
を
念
頭
に
、
市
の
魅
力
と
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度 
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ら
は
出
産
奨
励
金
支
給
事
業
と
小
学

生
体
操
服
等
購
入
助
成
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
支
援
の

継
続
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
は
、
総
合
教
育
会
議
に
よ

り
、
市
と
教
育
委
員
会
が
連
携
・
意

思
疎
通
を
図
り
ま
す
。
園
や
学
校
は

「
ス
ク
ラ
ム
・
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ン
」

に
よ
る「
教
育
観
の
共
有
」を
さ
ら
に

深
め
ま
す
。
園
や
学
校
で
抱
え
て
い

る
課
題
を「
ス
ク
ラ
ム
ス
ク
ー
ル
運

営
協
議
会
」で
地
域
と
と
も
に
考
え
、

解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
中
学
校
に
市
費
負
担
で「
し
お
か

ぜ
先
生
」を
配
置

・
築
59
年
を
経
過
す
る
浜
岡
中
学
校

の
改
築
に
向
け
た
基
本
計
画
、
基

本
設
計

・
公
民
館
の
在
り
方
を
検
討

・
子
ど
も
た
ち
が
感
性
豊
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な

ぐ
環
境
づ
く
り

快
適
に
住
み
続
け
ら
れ
る�

�

生
活
環
境
の
確
保

　
日
本
は
、
気
候
変
動
枠
組
条
約
第

21
回
締
結
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）で
の

パ
リ
協
定
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
、
平
成
42
年
度
に
平
成
25
年
度

比
較
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
26
％
削
減

す
る
約
束
草
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
市
は「
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」
を
策
定
し
、
ま
ず

は
公
共
施
設
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
の
取
り
組
み
範
囲
を
、３
年
後
ま

で
に
消
防
署
や
小
・
中
学
校
へ
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
環
境
に
負
荷
を
か

け
な
い
循
環
型
社
会
を
作
る
た
め
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

　
生
活
排
水
対
策
は
、
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
特
性
や
経
済
性
な
ど
を
考
慮
し

て
、
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
災
害
に
強
く
、
早
期
に
復

旧
で
き
る
特
性
を
持
つ
こ
と
で
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

普
及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
、
人
口
減
少
の
加
速
が
予
想

さ
れ
る
中
、
公
共
施
設
は
維
持
管
理

に
掛
か
る
経
費
が
確
実
に
増
加
し
て

い
く
た
め
、「
量
か
ら
質
へ
の
転
換
」

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

営
住
宅
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

は
、各
種
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
改
修

を
進
め
、
安
全
安
心
で
快
適
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
活
環
境
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
た

�

産
業
・
観
光
の
推
進

　
御
前
崎
市
場
へ
水
揚
げ
さ
れ
る
魚

や
肉
、
野
菜
、
果
物
な
ど
品
質
の
良

い
食
材
が
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
こ
の
魅
力
を
国

内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
や
漁
業
が
直
面
し
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
は
、
課
題
を
精
査
し
、

将
来
を
担
う
若
い
農
業
者
や
漁
業
者

の
確
保
に
努
め
、
生
産
性
と
所
得
の

向
上
へ
つ
な
が
る
１
次
産
業
か
ら
６

次
産
業
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

　
観
光
は
、「
御
前
崎
市
観
光
基
本
計

画
」
を
基
に
、
地
域
の
意
見
を
多
く

取
り
入
れ
な
が
ら
、
具
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
太
平
洋
沿
岸
一

帯
の
観
光
資
源
を
整
備
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
事
業
に
よ
る
観
光
客
誘
致
を

推
進
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加
に
努

め
ま
す
。

・
御
前
崎
茶
の
販
路
、
消
費
拡
大
事

業
へ
の
支
援

・
担
い
手
農
業
者
の
育
成

・
御
前
崎
魚
市
場
へ
の
カ
ツ
オ
の
水

揚
げ
促
進
を
支
援

・
西
駿
河
湾
沿
岸
市
町
の
広
域
連
携

に
よ
る
地
域
水
産
物
を
活
用
し
た

産
業
活
性
化
の
支
援
事
業

・
灯
台
周
辺
整
備
計
画
の
策
定

信
頼
さ
れ
る
地
域
医
療
と�

�

福
祉
の
充
実

　
地
域
の
医
療
体
制
の
充
実
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
最
も
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
施
策
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
市
立
御
前
崎
総
合
病

院
の
医
師
確
保
に
全
力
を
注
ぐ
と
と

も
に
、
中
東
遠
地
域
を
中
心
と
し
た

広
域
的
な
医
療
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
関
係
自
治
体
や
近
隣
病
院
と
の

機
能
連
係
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
今
後
も
母
子

の
健
康
保
持
と
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

・
親
の
育
児
力
を
育
て
る
教
室

・
不
妊
治
療
助
成
の
拡
充

・
マ
マ
安
心
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事

業
の
創
設

　
複
雑
化
す
る
社
会
の
中
で
は
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
迅
速
な
対
応
や

解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

相
談
体
制
の
強
化
や
関
係
部
署
と
の

迅
速
な
連
携
を
図
る
た
め
、
県
か
ら

譲
渡
予
定
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

を
福
祉
や
子
育
て
、
健
康
、
介
護
の

拠
点
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
本
市
は
、
開
業
医
が
少
な
い
状
況

で
す
が
、
白
羽
地
区
に
御
前
崎
市
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
よ
り
安
全
安
心
な
医

療
の
提
供
と
研
修
医
や
医
学
生
の
受

け
入
れ
に
よ
り
、
医
師
確
保
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
病
院
と
新
た
に
建
設
す
る
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
に
、
信
頼
さ

れ
る
地
域
医
療
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の�

夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち�
に
向
か
っ
て
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歳入
179億
4,000万円

▶公共交通運営事業　１億870万円
　自主運行バスの運行や路線バスの運行補助
▶新エネ・省エネ機器導入促進補助金　1,200万円
　新エネルギー・省エネルギー機器設置費の補助
▶住宅取得補助金　3,300万円
　新たに住宅を取得した人に補助金を交付
▶世代間同居住宅取得補助金　1,100万円
　親などと同居するため新たに住宅を取得した人に

補助金を交付
▶住宅リフォーム補助金　1,250万円
　住宅の省エネ、バリアフリー、長寿命化費用を補助

★直虎応援プロジェクト事業　191万円
　大河ドラマ「おんな城主直虎」の主人公にゆかりの

ある新野左馬助の顕彰とＰＲ費用
★浜岡中学校整備事業　3,222万円
　中学校建て替えのための基本設計費用
★小学校トイレ洋式化事業　300万円
▶教職員用パソコン購入　1,890万円
　デジタル教科書を活用した授業をするために購入
▶学習支援員、しおかぜ先生、専門指導員の配置　4,475万円
 児童生徒の学習意欲（学力）向上のため職員を配置

　平成28年度の市の予算がまとまりました。一般会計歳
入歳出予算額は、前年度より4.9％増の179億4,000万円。
この財源がまちづくりに生かされます。予算書の中から、
概要と本年度取り組む主な事業をお知らせします。

照会　財政課　
☎０５３７�１１１２

第2次総合計画がスタート
　　　　　　新たなる高みへ

分・負担金
１億3,697万円
0.8％使用料・手数料

２億2,467万円
1.3％

繰入金
31億621万円
17.3％

譲与・交付金など
10億1,800万円
5.7％

地方交付税
８億円
4.5％

国庫支出金
27億6,814万円
15.4％

県支出金
８億5,231万円
4.8％

依存財源
58億6,865万円
32.7％

その他
10億1,249万円
5.6％

市税
75億9,101万円
42.3％

市債
４億3,020万円
2.4％

◎一般会計歳入

★家庭医療センター（仮称）建設　２億1,120万円
　家庭医の診療・医師の研修ができる施設を建設
★オフサイトセンター改修　１億3,950万円
　建物を改修し福祉部門の相談窓口と健診施設を整備
▶消防庁舎建設事業　10億392万円
　現在建設中の新消防署の整備費用
▶市道整備事業　４億8,360万円
　市道217、224・226号線、佐倉東西線改良

舗装工事など
▶街路整備事業　１億9,956万円
　東町東海岸線、本町幹線改良など

予算概要

整　備教　育

暮らし

市民１人当たりの
予算はどのくらい？

（★は新規事業）

市民 1人当たりの予算

53万 5,714円
（平成 28年３月末日の人口 33,488人で計算）

　歳出では、家庭医療センター建設な
どで病院事業会計への出資金・補助金
が増加しました。そのため、目的別歳
出では衛生費が前年度より６億9,817
万円増の34億1,557万円となり、性質
別歳出では補助費などが４億7,324万
円増の35億3,453万円となりました。
　歳入のうち市税は、固定資産税の
減収などを見込み、前年度より１億
5,965万円の減額となる75億9,101
万円。一方で、繰入金は、前年度よ
り６億7,588万円増の31億621万円。
市債は、前年度より１億5,420万円増
の４億3,020万円となりました。税収
減が見込まれますが、基金の活用に
よって必要な財源を確保しました。

自主財源
120億7,135万円
67.3％

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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歳出
179億
4,000万円

★津波避難タワー建設　１億6,090万円
　池新田工業団地内に津波避難タワーを建設
★防犯カメラ設置事業　1,649万円
　小中学校、公民館、公園などに防犯カメラを設置
▶救急車更新　3,695万円
　老朽化した消防署の救急車１台を更新
▶消防団ポンプ車更新　3,400万円　
　老朽化した消防団の消防車２台を更新
▶防犯灯設置補助金　600万円
　町内会で設置する防犯灯の整備費用を補助

◎一般会計目的別歳出

★ママ安心タクシー利用助成事業　300万円
　妊婦が健診や出産のために病院に通う交通費を

助成
▶出産奨励金支給事業　2,000万円
　第二子以降を出産した人に出産奨励金を支給
▶小学生体操服等購入助成事業　540万円
　体操服等の購入ができる商品券を支給
▶各種予防接種事業　１億４万円
▶肺、胃、婦人科検診等の事業費　5,205万円
▶福祉タクシー券助成事業　1,800万円
　高齢者などで自動車運転免許のない人にタク

シー券を支給

◎一般会計性質別歳出

★シティプロモーション事業　608万円
　市の魅力を市内外に伝えるための費用
★灯台周辺整備事業　200万円
　御前埼灯台周辺の整備や改修のための計画を作成
★未来の農家・漁師サロン事業　97万円
　若手農業者・漁業者の提案を元に活性化事業を実施
★創業支援事業　26万円
　市内で起業を検討している人を支援
▶特産品開発事業　501万円
　市内の畜産品や水産品の普及のための費用

予備費
5,000万円
0.3％

人件費
27億5,484万円
15.4％

扶助費
19億1,349万円
10.7％

公債費
４億2,730万円
2.4％物件費

34億9,244万円
19.5％

維持補修費
１億2,781万円
0.7％

積立金
１億8,736万円
1.0％

出資金・貸付金
４億6,459万円
2.6％

普通建設事業費
36億1,810万円
20.2％

災害復旧費
２万円
0.0％災害復旧費

２万円
0.0％

繰出金
13億6,952万円
7.6％

補助費など
35億3,453万円
19.7％

安心・安全 子育て・健康・福祉

産　業特別会計・企業会計

議会費
1億4,313万円
0.8％

総務費
20億1,833万円
11.3％

民生費
34億6,248万円
19.3％

衛生費
34億1,557万円
19.0％

農林水産業費
７億6,644万円
4.3％

商工費
２億6,486万円
1.5％

土木費
23億9,060万円
13.3％

消防費
22億6,468万円
12.6％

教育費
27億1,552万円
15.1％

公債費
４億2,730万円
2.4％

諸支出金・予備費
6,297万円
0.4％

労働費
812万円
0.0％

特別会計 本年度予算額 前年度予算額
国民健康保険 44億円 46億5,300万円
後期高齢者
医療保険 ２億9,770万円 ２億8,140万円
介護保険 24億9,249万円 24億8,739万円
農業集落
排水事業 ３億2,500万円 ３億6,190万円

下水道事業 ７億140万円 ６億6,860万円
工業団地
建設事業 ６万円 ６万円

５財産区計 9,532万円 8,660万円
企業会計 本年度予算額 前年度予算額
病院事業 55億2,150万円 53億1,600万円
水道事業 15億6,367万円 13億5,954万円
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� Omaezaki�City�Information

高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）は
� ４月20日㈬から受け付けが始まります

問い合わせ　給付金専用ダイヤル☎０５３７�７９１３
開設期間：４月18日㈪～　平日午前９時～午後５時

　一億総活躍社会の実現に向けて、賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得が少ない高齢者を支援するため、高齢
者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を支給します。

「高齢者向け給付金」を装う「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください。
市役所や厚生労働省の職員などを語った不審な電話や郵便があった場合は、市役所や警察署（ま
たは警察相談専用電話（＃9110））にご連絡ください。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

わからない

高齢者向け給付金（３万円）の支給対象となる可能性があります。
通知が届いたら、忘れずに申請しましょう。

◇支給対象者…平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者で、平成29年３月31日までに65歳以上になる人
◇基　準　日…平成27年１月１日
◇申 請 期 間…平成28年４月20日㈬～７月29日㈮
◇申 請 方 法…対象になる可能性のある人に、４月中旬に市から申請書を送付
　　　　　　　※郵送申請または窓口での申請で受け付け
◇申 請 場 所…静岡県原子力広報研修センター
◇受 付 時 間…平日午前９時～午後４時

　高齢者向け給付金 　　　　　　　　　　　 支給額：１人につき３万円

〈　高齢者向け給付金支給対象者診断チャート　〉

生年月日は昭和27年４月１日以前ですか。（４月１日を含みます）

　　　　 平成27年１月１日（基準日）時点で御前崎市に住民票がありますか。スタート

平成27年度臨時福祉給付金（６０００円）を受給しましたか。

平成27年度分の住民税が課税されましたか。

高
齢
者
向
け
給
付
金
の

�

支
給
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

基準日時点で住民票が
あった市区町村へ問い
合わせてください。

平成27年度分の住民税が
課税されている人の扶養親族になっていましたか。

平成27年１月１日時点で生活保護を受けていましたか。

カクニンジャ

対象になるか
確認じゃ！
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愛犬の冥福を祈る
県動物保護協会小笠支部と市動物保護協会は２月

29日、正福寺で畜犬の合同慰霊祭を執り行い、愛
犬を亡くした飼い主ら37人が参列して冥福を祈り
ました。動物愛護功労者や動物の適正飼養者が同支
部や同協会から表彰されました。

兄妹そろって全国の大舞台へ
空手の県大会で共に準優勝し、全国大会に出場す

る常葉学園菊川高等学校２年の髙槗達哉さん（中町）
と常葉学園菊川中学校２年の髙槗美優さん（中町）が
３月４日、市役所を訪れました。２人は「ベスト８を
目指します！」と力強く意気込みを語りました。

世界を相手に全力を尽くせ
日本選手権で優勝し、日本代表としてアジア選手

権へ出場するドラゴンボート男女混合チーム「海猿
火組」のメンバー飯野由美子さん（白羽区）らが３月
11日、市役所を訪れ、篠田教育長に「練習の成果を
出し切って戦ってきます」と意気込みを語りました。

志を胸に秘めて自衛官へ
平成28年度に自衛隊へ入隊する市民の激励会が

３月14日、市役所で開かれ、遠藤優太さん（大山区）
と池田暁

あ き み

海さん（広沢区）が市役所を訪れました。石
原市長は「厳しい訓練にも負けず頑張ってほしい」と
激励しました。

山本多津代さんの長寿を祝う
３月11日に100歳の誕生日を迎えた山本多津代

さん（白羽区）を３月14日、石原市長が訪ね、祝い
状や花束を贈り長寿を祝いました。山本さんは「長
生きのこつは、好き嫌いなく何でも食べて、頭を使
うこと」と笑顔で話しました。

海外遠征で技術の向上を
サッカーの U-11静岡県選抜に選ばれた浜岡黒潮

サッカースポーツ少年団の北村怜
れ

士
お

さん（中町）が３
月22日、市役所を訪れ、タイ遠征に参加する意気
込みを語りました。北村さんは「自分の力を出し切
り、チームに貢献したい」と話しました。
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高松幼稚園の年少・年中園児40人が、門屋ホタル
の里でホタルの幼虫を放流しました。放流は、平成
12年から毎年実施していて、園児たちはホタルの里
代表の沖二三男さんからホタルの一生について話を聞
いた後、体長３㎝ほどの幼虫約３００匹をそっと小川
へと放していました。

夏のホタル観賞を楽しみに

◀「元気に大きくなってね」と声を掛けながら放流

３/２

春の火災予防運動の一環として、市消防署職員が市
内商店出入り口での街頭広報や、市内を徒歩や車両で
巡回し、市民に火災予防を呼び掛けました。

広報活動では、市内で多数発生している火災に注意
するよう呼び掛けるとともに、住宅用火災警報器の設
置を推進しました。

地域に火の用心を呼び掛け

◀消防署職員が防火服を着装し巡回

３/１～７

御前崎市少年少女合唱団の第18回定期演奏会が、
市民会館で開催されました。同合唱団は、年間を通し
て文化祭などのさまざまな行事に参加しています。小
学生から高校生までの団員35人が、１年間の集大成と
して練習を重ねてきたハーモニーで会場を満たすと、
来場者約４５０人から盛大な拍手が送られました。

美しいハーモニー響かせて

◀第３部のミュージカルには宇宙人が登場！

３/20

白羽小学校屋外プールの竣
しゅんこう

工式が、同校体育館で執
り行われました。式典には、石原市長をはじめ市議会
議員や地元町内会代表、施工業者など32人が参加し、
プールの完成を祝いました。春休み前には児童らも真
新しいプールを見学し、「早く泳ぎたい」と夏を楽しみ
にしていました。

新しいプールで体力向上を

◀プールでの安全を願って神事が執り行われた

３/25
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

第58回御前崎市黒潮旗剣道大会が、御前崎中学校
体育館で開催されました。県内の小学生から大人まで
が参加し、各部門の団体戦がトーナメント方式で開催
され、熱戦が繰り広げられました。会場では、日頃か
ら積み重ねた練習の成果を発揮しようと奮闘する選手
の姿に、観客からは大きな声援が送られました。

一瞬が勝負を分けた黒潮旗

◀大きな掛け声と共に１本を取りに行く

２/28

自分で設定したタイムと実際に走ったタイムとの差
がどれだけ少ないかを競うミニマラソン「第６回ジャ
ストインクロカン」が、浜岡白砂公園で開催されまし
た。個人（約２.３㎞）、親子ペア（約１.４㎞）、大人ペ
ア（約１.４㎞）の３部門に総勢１７７人が出場し、体
内時計を頼りに松林のコースを駆け抜けました。

目標タイムでゴール目指す

◀春の風を感じながら公園を駆け抜ける参加者

３/５

地域の子どもや大人が幅広い世代間で交流し、地域
力の向上と地域に感謝し奉仕の心を育む「第８回桜っ
子まつり」が、池宮神社境内で開催されました。さく
らこども園の園児や浜岡東小学校の児童など、地元の
子どもたちが練習してきた歌や楽器、ダンスを披露す
ると、会場は温かい拍手であふれていました。

桜っ子の心を地域で育てる

◀おそろいの衣装に身を包み、元気いっぱいにダンスを披露

ウインドサーフィンの大会「ワールドパフォーマン
ス２０１６」が、御前崎ロングビーチで開催されまし
た。海外で活躍するプロが参加した本大会には、日本
代表として市内からも３人の選手が参加しました。選
手たちは、風が強く、波も大きい絶好のコンディショ
ンの中で、技を競い合いました。

世界レベルがしのぎを削る

◀高いジャンプで見事に一回転を決める

３/８～14

３/20
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No.4

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

　エネルギー資源を輸入に頼っている日本では、火力や水力、原子力といった資源による発電方法の特性を生かし
て、できるだけ安価に、かつ安定的に電力を供給できるよう、電源設備のバランスを図ることが重要です。「値段が
安い」「安定して電気が作れる」「環境に優しい」などといったメリットばかりのエネルギー資源はありません。
　それぞれの資源の特性を知り、環境とエネルギーについて考えてみましょう。

発電方法の違いによるメリット・デメリットを知ろう

出典：原子力エネルギー図面集、2014年モデルプラント試算結果概要

発電方法 資源 メリット デメリット CO2排出量
（g-CO2/kWh）

コスト
（円/kWh）

火力発電

石油 液体なので運搬・貯蔵が容易 価格が不安定で、発電時に 
二酸化炭素（CO2）を多く出す 738 30.6～

　43.4

石炭 安価で世界各地で採れるため、 
安定して確保できる

発電時に CO2を多く出し、
発電後に灰が発生する 943 12.3

天然ガス 火力発電の中では発電効率が良く、安価で
世界各地で採れるため、安定して確保できる

発電効率が良いが、価格が不安定で 
長期の備蓄が難しい 599 13.7

原子力発電 原子力 少ない燃料で多くの電気を作ることが 
でき、発電時に CO2を出さない

放射性物質を厳重に管理する必要があり 
深刻な事故が起きた場合の影響が大きい 20 10.1～

再生可能
エネルギー

太陽光 燃料を必要とせず、 
発電時に CO2を出さない

天候や自然条件に左右されるため、 
安定供給が難しく発電コストが高い

38 29.4
風力 25 21.9
水力 輸入に頼らず安定的に発電でき、 

発電時に CO2を出さない
国内に開発できる地点が少ない（水力）

開発地点に制約がある（地熱）
11 11

地熱 13 19.2

　新野左馬助公顕彰会と御前崎市茶手揉
も
み保存

会による、新野左馬助公献茶祭献上茶の手摘み、
手揉みが３月21日、新野地区で実施されました。
　第１回新野左馬助公献上茶式典は、「新野左馬
助公献上茶式実行委員会」の主催で昭和63年４
月24日に執り行われました。この実行委員会は、
昭和62年に「新野左馬助公遺

い　せき
蹟保存会」と新野地

区の「手揉み茶保存会」が、同式典を共同開催す
るために立ち上げられました。
　当時の献上茶式典招待状には、「新野左馬武神
社に手揉み新茶を献上して、地域ならびに茶業
の発展を祈願するとともに公の遺徳も広く世に
伝え、併せて手揉み茶の伝統技術の保存と継承
を願う」と目的が記されています。
　現在の主催者は替わっていますが、当初の目
的は引き継がれ、平成28年４月16日には、29回
目となる献茶祭が執り行われます。

▲昭和48年に執り行われた新野左馬助公４１０年祭の様子

▲献上するお茶を丁寧に手摘みする様子

29年続く献茶祭
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照　会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

申し込み・照会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

　私たちの２人に１人ががんになり、３人に１人ががんにより命を亡くしています。定期的に検査をする
ことで、早期発見、早期治療ができます。この機会にぜひ検診を受けましょう。
　検診の確認・申し込みは、お気軽にお電話ください。

　熱が出る原因でもっとも多いのは、ウイルスや細菌による感染症です。これらが侵入すると、体は熱を
上げてそれらの増殖をおさえようとします。突然熱が出ると驚いてしまうかもしれませんが、普段からお
子さんの平熱を知っておき、発熱以外の症状もよく見て病院に行くか判断しましょう。

覚えておきたい！
　　～熱が出たときの対処法～

がん検診、受けていますか？

検診の種類 対象者
（平成28年４月１日現在の年齢） 自己負担金 検診日程

浜岡地区 御前崎地区
胸部

(結核・肺がん ) 40歳以上 無料
(喀

かく
痰
たん

検査500円 ) ６月

総合がん検診 
７月・９月 

（うち10日間）

胃がん 35歳以上 1,000円 10月～１月大腸がん 40歳以上 500円
乳がん 40歳以上の女性

(偶数年齢 )
1,500円 ５月～９月子宮頸（けい）がん 1,000円

肝炎ウイルス検査 39歳以上の未検査者 1,000円 ７月前立腺がん 50歳以上の男性 1,000円
乳がん 20～38歳の女性

(偶数年齢 )
1,500円 11月～２月 11月～２月（※１）子宮頸（けい）がん 1,000円

※１　36歳以上の人は、７月・９月の総合がん検診での受診となります。

◆家庭でできること◆
・発熱時は、頭、首、脇の下、股の付け根を冷やすと効果的です。
・寒気がするときは衣類や寝具を１枚増やすなどしてあたためてあげましょう。
・汗をかいたら、薄着にしたり、着替えさせたりしましょう。
・熱のために失われる水分をしっかり補いましょう。イオン飲料などが適当です。

しばらく様子を見ましょう。
心配であれば診療時間中に病院へ。

・少し熱がある（37.5℃～38℃）
・発熱が38.5℃程度までで、いつも通り遊ん

でいるか、すやすや眠っている

症状例１
・発熱が39℃以上、不機嫌でぐったりしている
・２日たっても熱が下がらない
・頻回の下痢、吐いてしまう
・顔色が悪く苦しそう、呼吸がおかしい

すぐに病院へ行きましょう。

症状例２
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青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

　
　
　
　
　
世
界
へ
踏
み
出
す

植
田 

絢
子 

さ
ん

うえた　あやこ（白羽区・27）
大学時代に参加した海外研修が、海外
に興味を持つきっかけとなった。海外
へ出るための手段の一つに青年海外協
力隊を選んだ。

ケ
ニ
ア
へ
向
け
て
出
発

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
平
成
27
年
度
青
年

海
外
協
力
隊
の
第
４
次
隊
と
し

て
、３
月
末
か
ら
ケ
ニ
ア
へ
２
年

間
派
遣
さ
れ
た
女
性
が
い
る
。
植

田
絢
子
さ
ん
だ
。
御
前
崎
市
か
ら

同
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
の
は
12

年
ぶ
り
と
な
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
の
政
府
開

発
援
助
を
実
施
す
る
機
関
で
、
開

発
途
上
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
で
技
術
や
知
識
、

経
験
な
ど
を
持
っ
た
人
材
を
派
遣

し
、
支
援
し
て
い
る
。

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を

　
高
校
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

で
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
栄
養

管
理
を
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
管
理
栄
養
士
の
資

格
が
取
得
で
き
る
大
学
へ
進
ん
だ

植
田
さ
ん
。
卒
業
後
は
、
病
院
で

管
理
栄
養
士
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
。
も
と
も
と
語
学
に
も
興
味
が

あ
り
、
ま
た
、
自
分
の
持
っ
て
い

る
資
格
を
生
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
。
テ
レ
ビ
番
組
で
、
開
発
途

上
国
で
活
躍
す
る
栄
養
士
の
姿
を

見
た
時
に「
こ
の
人
の
よ
う
に
な

り
た
い
、
開
発
途
上
国
の
現
状
を

何
と
か
し
た
い
。
今
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
思
い
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
応
募
を
決
意
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
用
意
さ
れ
た
70
日

間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
語

学
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
知
識
や
技
術
、
異
文
化
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
日
本
で
当
た
り
前

の
こ
と
が
海
外
で
は
当
た
り
前
で

は
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
植
田
さ
ん
が
訪
問
す
る
ケ
ニ
ア

で
は
、
小
さ
な
子
ど
も
が
お
な
か

を
す
か
せ
て
死
ん
で
い
く
。
こ
れ

は
お
母
さ
ん
に
栄
養
管
理
に
関
す

る
知
識
が
な
い
こ
と
や
、
自
分
の

子
ど
も
が
病
気
で
あ
る
と
に
気
づ

か
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

だ
。「
そ
ん
な
状
況
を
見
過
ご
せ
な

い
」と
植
田
さ
ん
は
話
し
た
。

互
い
の
成
長
が「
支
援
」

「
現
地
で
自
分
に
何
が
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
精
い
っ
ぱ
い
の

こ
と
を
や
っ
て
き
た
い
。
た
だ
、

労
力
や
金
銭
を
与
え
る
の
で
は
な

く
、
互
い
が
成
長
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
て
き
た
い
。
私
が
持
っ
て

い
る
知
識
や
技
術
を
支
援
す
る
こ

と
で
、
現
地
の
人
に
は
成
長
し
て

も
ら
い
、
私
は
現
地
の
文
化
や
語

学
を
学
ん
で
成
長
さ
せ
て
も
ら

う
」
と
笑
顔
で
話
す
。
彼
女
の
支

援
が
開
発
途
上
国
の
成
長
に
つ
な

が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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町内会役員名簿
町内会名 町内会長 副町内会長 総務委員 建設委員 保健委員 スポーツ委員 交通指導員

池
新
田

東 町 早 馬 彰 夫 川原﨑　昭 尾 川 康 二 山 田 珠 樹 岡 　 明 子 原 田 昌 洋 野川明宏、田中裕久
本 町 松 下 清 三 榑 林 政 晴 廣 川 正 幸 塚 本 精 司 山下小夜子 河原﨑　充 狩野龍一、井上勝敏
早 苗 町 ◇山 﨑 正 司 二 俣 　 實 髙 須 泰 治 松 林 博 美 小野田則子 川原﨑明俊 小野田忠、本間重久
中 町 栗 林 　 康 長尾美喜雄 増 田 泰 治 長 尾 詔 司 宮 本 綾 子 栗 林 正 和 藤本孝行、河田　茂
大 山 山 下 三 明 鈴 木 澄 彦 植 田 佳 浩 近 藤 収 英 河原﨑晴美 山 下 清 隆 加納 一義、長尾季之

高
松

門 屋 ◇中 山 隆 司 石 原 義 也 鈴 木 隆 司 沖 　 辰 男 徳 本 満 代 永 田 純 一 松下正人、高柳康弘
塩 原 酒 井 利 朗 揚 張 正 行 松 本 武 夫 揚 張 昭 彦 谷 　 良 子 相 澤 一 雅 鈴木克巳、勝又直也
合 戸 松 下 芳 昭 石 川 芳 彦 石 川 晴 康 匂 坂 道 雄 鈴 木 尚 子 荒 木 伸 也 小田貴生、松下弦生

佐
倉

佐倉一区 植 田 昌 弘 秋 野 友 司 榑 林 次 夫 山 本 雅 章 榑林みち子 樗 木 信 一 鈴木照夫、西原文夫
佐倉二区 榑 林 博 志 佐 藤 　 敏 竹田雄次郎 西 岡 　 昌 渡 辺 葉 子 水 野 寿 康 河合繁康、園田嗣斗
佐倉三区 ◇加 藤 信 明 清 水 健 児 八 木 立 也 清 水 敏 夫 池 谷 祐 子 山 本 裕 行 判治裕尚
桜 ケ 池 水 野 一 夫 水 野 文 弘 水 野 隆 雄 浅 利 敏 夫 湯川千穗子 山本美千男 河原﨑忍

比
木

比 木 原 岡 村 一 雄 岡 村 　 勇 岡 村 　 勇 鈴 木 文 雄 髙畑あさ枝 植 田 友 巳 榑林茂樹
上 比 木 ◇岡 村 文 雄 増 田 義 行 増 田 義 行 赤 堀 　 巌 坂本すゞ子 植 田 智 敬 原田正巳、栗山幸男
下 比 木 山 口 丈 男 橋 山 　 清 橋 山 　 清 栗 山 幸 雄 櫻 井 尚 子 松 本 睦 巨 榑林敏浩

朝
比
奈

朝比奈原 河原﨑雄旨 河原﨑久夫 河原崎勝好 河原﨑正伸 河原﨑睦代 河 原 﨑 猛 渡辺　聡
上朝比奈 ○鈴 木 重 雄 河原﨑　全 植 田 政 春 水 野 　 博 曽根喜代子 河原﨑久行 水野敏彦
下朝比奈 山 下 康 夫 河原﨑正喜 小野田行廣 鈴 木 光 彦 増 田 幸 子 鈴 木 正 晴 櫻井文博、大森洋三

新
野

新 野 西 渥 美 周 逸 吉 野 和 弘 榑 林 辰 巳 下 島 武 文 山 本 晴 恵 殿 岡 基 弘 吉野　篤
新 野 東 鈴 木 義 幸 鈴 木 　 昇 松 下 　 充 村 松 譲 治 佐 藤 隆 子 瀧 谷 　 真 川島勇人
新 野 南 ◇松 下 　 昇 村 松 晴 久 沖 　 泰 光 赤 堀 秀 幸 福 代 正 子 沢 田 泰 行 水野晴男、沖　勇人

御
前
崎

上 岬 区 島 田 春 夫 松 林 敏 雄 松 井 芳 巳 松 林 　 徹 吉 村 洋 子 加 藤 博 之 松林修士
下 岬 区 横 山 眞 治 下 村 菊 志 吉村清一郎 吉 村 　 修 鈴 木 辰 美 松 井 　 昭 山﨑義雪

大 山 区 戸河里高志 澤 入 勇 次 小 栗 輝 男 加 藤 明 男 川口美也子 松 尾 暢 男 森田厚美、大濱長勇、
堀川信雄

西 側 区 笹野井達彦 植 田 　 一 植 田 吉 春 松 下 正 男 澤入喜美子 大 澤 重 洋 澤井　勲、澤入道夫
女 岩 区 川 口 　 博 小 田 洋 一 小野田幹雄 川 口 國 博 吉田由起子 川 口 正 晴 大澤俊郎、中野博行
広 沢 区 ○栗 林 敏 治 南 倉 博 且 植 田 隆 吉 原 田 哲 夫 藪 田 朝 乃 澤 部 訓 章 横山弘行

白
羽

新 谷 区 髙 塚 幹 雄 池 田 博 行 髙 塚 　 伸 松 林 延 好 池谷佐千子 好 沢 裕 二 髙塚記代志、髙塚和穂、
栗林廣明

薄 原 区 松 井 悦 男 大 石 明 夫 小 田 　 雄 増 田 　 明 杉 山 弘 美 松 林 　 誠 増田邦男、寺田晴美
中 原 区 増 田 正 晴 増 田 　 清 川 口 正 美 増 田 雅 巳 増田八千代 増 田 和 司 髙塚雅義
白 羽 区 齋 藤 　 貢 安 西 文 夫 髙 井 紀 昭 松 下 恭 通 橋 浦 和 代 小野田直通 安西道廣、松井幹夫
白 浜 区 ◎添 田 英 夫 齋 藤 正 敏 伊 藤 長 司 八 木 良 修 齋 藤 清 美 杉 崎 亮 介 八木一吉
新神子区 齋 藤 丈 雄 松 井 和 年 松 下 　 勝 松 林 秀 夫 加藤知恵子 松 井 康 秀 加藤孝夫

※町内会長の◎印は連合会長、○印は連合副会長、◇印は地区総代

●役員の主な仕事内容
町 内 会 長： 自治会の代表者 保 健 委 員： 地域の健康づくり事業の推進
副 町 内 会 長： 町内会長のサポート ス ポ ー ツ 委 員： スポーツの推進と振興
総 務 委 員： 環境美化の推進 交 通 指 導 員： 交通安全の推進と指導
建 設 委 員： 土木全般のとりまとめ

平成28年度町内会役員一覧
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人　口 33,488（－46）
男　 16,971 （－１）
女　 16,517（－45）

世帯数 11,852 （＋１）

（平成28年３月末日現在の速報値）

　新野左馬助公顕彰会と市茶
手揉み保存会は３月21日、４
月に執り行われる新野左馬助
公献茶祭で献上するお茶を、
新野地区の茶園で手摘みしま
した。同顕彰会と同保存会の
会員や地元の児童ら約40人
が参加し、一芯三葉で丁寧に
収穫しました。参加者は一足
早い茶摘みを楽しみました。

　文章の書き方も写真の撮り
方もわからないまま広報担当
となったあの日から、早いも
ので２年が過ぎました。思う
ように表現できず悩んでばか
りの毎日でしたが、その度に、
取材先で出会う皆さんの笑顔
が私を励まし、背中を押して
くれました。私にとって、皆
さんの笑顔が何よりも元気の
源で、大切な宝物です。
　広報おまえざきは「まちの
元気応援マガジン」です。　
４月から担当を離れますが、
これからも広報おまえざきを
よろしくお願いします！ H

文芸おまえざき第12号
を発刊しました
　投稿者92人による１２２点の
文芸作品が掲載された「文芸おま
えざき第12号」が、３月10日に発
刊されました。どの作品も力作ぞ
ろいです。ぜひご購読ください。
価　格　１冊５００円
販売場所　社会教育課、市立図書
館アスパル　　

照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

子ども・子育ての悩み 
一人で悩まず１１０番
　電話相談「子ども・家庭１１０
番」では、お子さんや子育てに関
する悩みを一緒に考えます。内容
についての秘密は固く守り、匿名
での相談も受け付けます。
相談時間　平日：９時～20時
　　　　　土日：９時～17時
※祝日、年末年始はお休みです。
照　会　子ども・家庭110番（西部地区）
　☎０５３（４５８）４１５２

「がんサロンなごみ」で
気楽に交流しませんか
　がん患者やその家族が交流や情
報交換をする場として「がんサロ
ンなごみ」を開設します。がんに
関するミニレクチャーも実施しま
すので、お気軽にお越しください。
日　時　５月20日㈮、７月15日㈮
　　　　13時30分～15時30分
場　所　磐田市立総合病院　周産
期母子医療センター講堂

対　象　がん患者や家族
※申し込み不要。直接会場へお越
しください。

照　会　磐田市立総合病院　がん
相談支援センター

　☎０５３８�５０００（代）

募　集 
invite information

４年制大学への進学を
希望する奨学生を募集
　御前崎市に在住し、平成29年
４月に大学進学（短期大学を除く）
を考えている人で、奨学金の貸与
希望者を募集します。
申込締切　５月27日㈮
申込資格　両親の平成25～27年の
平均所得が６５０万円以下で、
学業成績の平均値（５段階評価）
が３．５以上。同居の世帯員に
市税などの未納がないこと。

募集人数　20人程度
奨学金　月額５万円（無利子）
申込方法　在学校の奨学金窓口を
通して申請してください。

照　会　教育総務課
　☎０５４８�１１２８

地域のまちづくり活動
に支援補助金を交付
対　象
①地域の課題などに自主的かつ自
立的に取り組む活動
②地域の景観や歴史文化などを生
かした地域づくりなど、地域の
活性化につながる活動
③まちおこしイベントなど、地域
活性化に効果的なイベントなど
の活動

補助金額
・手作り施設整備活動 (30万円以内 )
・人づくり等育成活動 (20万円以内 )
・地域活性化のための活動
� (20万円以内 )
・まちづくり団体等広報活動
� (５万円以内 )
※対象となる団体や活動について
は、お問い合わせください。

照　会　秘書政策課
　☎０５３７�１１６１
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４月から国保健康課が「健康づくり課」に変わりました
　これまで国保健康課で扱っていた健康部門が４月１日から「健康
づくり課」となり、国保年金部門は、市民課に移りました。お問い
合わせ内容によって連絡先が異なりますので、ご注意ください。
◆問い合わせ先
・健康増進、地域医療、成長支援、保健予防、母子保健、
　予防接種など
　→健康づくり課　☎０５３７�１１２３
　　　　　　　　　FAX０５３７�１１７２
・国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、特定健診など
　→市民課国保年金係　☎０５３７�１１７１
　　　　　　　　　　　FAX０５３７�１１７２

お知らせ 
information

人間ドック・脳ドック
の助成について
　病気の早期発見、早期治療のた
め、人間ドックや脳ドックにかか
る費用の一部を助成します。
※事前に申請が必要です。
対　象　御前崎市国民健康保険に
１年以上加入し未納がない人、
御前崎市後期高齢者医療被保険
者で保険料を完納している人
※脳ドックは、特定健診・健康診査か
人間ドックを受診している、または
人間ドックと同時に受診する人

助成額　人間ドック…２万円
　　　　脳ドック……１万円
※詳細はお問い合わせください。
照　会　市民課
　☎０５３７�１１７１

特定不妊治療の 
助成制度が変わります
　４月１日から、特定不妊治療 (
体外受精・顕微授精 )を実施した
夫婦に対する費用の一部助成につ
いて、助成の対象範囲および助成
金額を変更しました。

助成回数　初めて治療を開始した
年齢が40歳未満の人は43歳ま
でに通算６回まで、40歳以上43
歳未満の人は通算３回まで

助成金額　自己負担額 (他の助成
金がある場合はそれを除いた金
額 )の10分の８以内。�

申請期間　治療終了日の翌日から１年以内
申請方法　申請書に必要書類を添
えて、健康づくり課へ提出。�

照　会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３

扶助費の申請期間は 
５月２日から31日まで
　平成28年４月１日時点で以下
の支給要件に該当する人を対象
に、扶助費を支給します。
支給要件
①身体障害者手帳１・２級、療育手
帳、精神保健福祉手帳１・２級の
いずれかをお持ちの人で、世帯
合計所得額６００万円以下の人
②70歳以上のひとり暮らしの人で、
収入金額１５０万円以下の人
③義務教育修了前の交通・労務災害
遺児を扶養している人で、世帯合
計所得額５００万円以下の人
④介護度３以上または身体障害者
手帳１級の寝たきり者を６カ月

以上常に家庭で介護している人
⑤介護度３以上の認知症の人を６カ
月以上常に家庭で介護している人
※④および⑤は６月以降でも随時
申請を受け付けています。

申請方法　申請書を地区担当民生
委員へ提出

照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１

妊産婦のタクシー利用
料の助成が始まります
　妊産婦がタクシーを利用する際
の費用の一部を助成する「ママ安
心タクシー利用料金割引乗車券」
を交付します。
対　象　出産予定日が平成28年
４月１日以降の妊婦

助成金額　妊産婦１人当たり１万円
� (500円券を20枚交付 )
※タクシー利用時の使用枚数に制
限はありません。

有効期限　出産予定日の60日後まで
申請方法　母子手帳交付時に割引
乗車券を交付します。（すでに母
子手帳を受け取っている妊婦に
は、健康づくり課から申請に関
する案内通知を発送します）

照　会　健康づくり課
　☎０５３７�１１２３
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給食の人気メニ
ュー

～高松保育園～

４

白身魚の菜種焼
き

1白身魚におろしショウガとしょう
ゆで下味をつける。

2卵は溶きほぐし、柔らかめのいり
卵を作る。

3シイタケはみじん切りにする。
42、3、マヨネーズ、塩・こしょうを

混ぜ合わせる。
5魚に4のたれをかけ、180℃の

オーブンで12～15分焼く。▶１人分=146kcal

白身魚（40㌘）   ４切れ
しょうゆ   小さじ１
おろしショウガ   少々
卵   ２個
生シイタケ   ２枚
マヨネーズ   大さじ１．５
塩・こしょう   少々

材料（４人分）
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お子さんのかわいい笑顔を広報おまえざきに掲載してみませんか。
対象：６月生まれの１歳～３歳児で、本コーナーへ掲載されたことのない子
申込期間：５月９日㈪、10日㈫の２日間、８時15分～17時（応募多数の場合は写真が小さくなります）
◆申込先：市役所秘書政策課 ☎０５３７�１１６１

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。


